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初めての沢登り倉前沢トレーニング  大出 茂陽  

 

■山行年月日：令和 5 年 6 月 18 日 

■メンバー：ＣＬ斎藤宇、窪田道男、夏井圭

太郎、阿部満孝、国分勉、杉崎圭洋、小沼

充範、大出茂陽 

■コースタイム：浅草岳登山口駐車場 8：00

～Ｆ1（トレーニング）～駐車場 14：00 頃 

 

以前からやってみたかったことがあ

る。沢登と山スキー、これまで登山道歩

きは長くやってきたけれど道のない所

を歩いてみたかった。 

今日は、いよいよ人生初の沢登り、ロ

ープやハーネスなどを使うのも今日が

初。駐車場で支度をするが、何とも言え

ない緊張感がある。そこから沢に下りて

倉前沢を目指す。目的の滝までは、さほ

ど時間は掛からなかった。滝を見たとき

は「こんなの登るの？、無理かも」が正

直な気持ちだが、まあやってみるべ。ま

ずはリーダーがトップで登り、難なくク

リア。続いてロープ持参の先輩方が登っ

て行く。いくつかのルートがあり、それ

ぞれ好きなところを登る。その間にロー

プの結び方を教えてもらい、いよいよ自

分の番、いくつかあるルートのうち、水

流の中を登るルートを選んだ。たいした

ことはないだろうと思っていた流れも、

思いのほか強く、流れの中にある足場が

見えずなかなか次の一歩が出ない。何と

かクリアし中段までたどり着いた。そこ

から先は下を見ずに集中して登りきる

ことができた。全員登り終えたところ

で、セルフビレイや支点の取り方、ハー

ケンの打ち方などの講義を受けて、今度

は下りる練習いよいよ懸垂下降。上部の

3ｍほどの小滝でまずは練習、滝つぼに

ドボンしたが、なんとか下りられた。今

度は本番、今登ってきた滝を懸垂で降り

るのだが、なかなかの高度感。下りたと

いうよりはずり下がってきたという感

じで何とか下の方まで来たところで、道

男さんからの「ロープに体を預けて、壁

と直角に体を半身に」のアドバイスをも

らう。その後もランニング支点を取る練

習などをしながら何回か登った。二本目

も同じルートを登ったが、一本目よりは

スムーズに行けたと思う。下りもアドバ

イスのおかげで少しは懸垂下降らしく

なり、楽しいと思えるようになった。 

これからも会の山行や講習には積極

的に参加し、自分のレベルを上げていき

たい。指導いただいた先輩方、ありがと

うございました。 
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